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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素を複数有する画像表示パネルと
、
　入力信号の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び前記第４の色で
再現される色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信号を前記画像表示パネルに
出力する信号処理部と、を有し、
　前記信号処理部は、
　前記画像表示パネルに関する伸長係数を決定し、
　前記第１副画素の出力信号を、少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求めて前記第１副画素に出力し、
　前記第２副画素の出力信号を、少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求めて前記第２副画素に出力し、
　前記第３副画素の出力信号を、少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求めて前記第３副画素に出力し、
　前記第４副画素の出力信号の補正値である第４副画素補正値を、前記第４副画素補正値
を算出する画素の前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号の信号
値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最大値と、前記第４副画素補正値を算
出する画素の前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及
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び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値と、の差が大きくなるに従って値が
大きくなり、かつ、前記伸長係数が大きくなるに従って値が大きくなるように、求め、
　前記第４副画素の出力信号を、前記最小値と、前記伸長係数と、前記第４副画素補正値
とを乗じることにより求めて前記第４副画素に出力する表示装置。
【請求項２】
　前記第４副画素補正値をＷＧとし、伸長係数をαとし、前記第１副画素の入力信号の信
号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうち
の最大値をＭａｘとし、前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号
の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値をＭｉｎとし、所定の係
数値をａ，ｂとした場合、前記第４副画素補正値ＷＧを下記式で算出する請求項１に記載
の表示装置。
ＷＧ＝ａ・（Ｍａｘ－１／α）／Ｍｉｎ＋ｂ
【請求項３】
　前記第４副画素補正値をＷＧとし、伸長係数をαとし、前記第１副画素の入力信号の信
号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうち
の最大値をＭａｘとし、前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号
の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値をＭｉｎとし、所定の係
数値をａ，ｂとした場合、前記第４副画素補正値ＷＧを下記式で算出する請求項１に記載
の表示装置。
ＷＧ＝ａ・（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋（１－１／α）＋ｂ
【請求項４】
　前記第４副画素補正値をＷＧとし、伸長係数をαとし、前記第１副画素の入力信号の信
号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうち
の最大値をＭａｘとし、前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号
の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値をＭｉｎとし、所定の係
数値をａとした場合、前記第４副画素補正値ＷＧを下記式で算出する請求項１に記載の表
示装置。
ＷＧ＝ａ・｛（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋（１－１／α）｝
【請求項５】
　前記第４副画素補正値をＷＧとし、伸長係数をαとし、前記第１副画素の入力信号の信
号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうち
の最大値をＭａｘとし、前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号
の信号値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値をＭｉｎとし、所定の係
数値をａ，ｂ，ｃ，ｄとした場合、前記第４副画素補正値ＷＧを下記式で算出する請求項
１に記載の表示装置。
ＷＧ＝ａ・αＣ・（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）ｄ＋（１－１／α）＋ｂ
【請求項６】
　前記画像表示パネルは、前記第１副画素を含む第１行と、前記第１行の次行に配列され
、前記第２副画素を含む第２行と、前記第２行の次行に配列され、前記第３副画素及び前
記第４副画素が行方向に交互に配置される第３行と、が周期的に配列された前記画素の配
列を含む請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記信号処理部からの照明光制御信号に基づいて前記画像表示パネルに照明光を照射す
る光源部を有する請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第４の色は白色である請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の表示装置と、
　前記表示装置に前記入力信号を供給する制御装置とを有する電子機器。
【請求項１０】
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　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素を複数有する画像表示パネルを
有する表示装置の駆動方法であって、
　前記第１副画素、前記第２副画素、前記第３副画素及び前記第４副画素それぞれの出力
信号を求めるステップと、
　前記出力信号に基づいて、前記第１副画素、前記第２副画素、前記第３副画素及び前記
第４副画素の動作を制御するステップと、を含み、
　前記出力信号を求めるステップにおいては、
　前記画像表示パネルに関する伸長係数を決定し、
　前記第１副画素の出力信号を、少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求め、
　前記第２副画素の出力信号を、少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求め、
　前記第３副画素の出力信号を、少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求め、
　前記第４副画素の出力信号の補正値である第４副画素補正値を、前記第４副画素補正値
を算出する画素の前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号の信号
値及び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最大値と、前記第４副画素補正値を算
出する画素の前記第１副画素の入力信号の信号値、前記第２副画素の入力信号の信号値及
び前記第３副画素の入力信号の信号値のうちの最小値と、の差が大きくなるに従って値が
大きくなり、かつ、前記伸長係数が大きくなるに従って値が大きくなるように、求め、
　前記第４副画素の出力信号を、前記最小値と、前記伸長係数と、前記第４副画素補正値
とを乗じることにより求める表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示装置、その駆動方法及びその表示装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話及び電子ペーパー等のモバイル機器向け等の表示装置の需要が高くなっ
ている。表示装置では、１つの画素が複数の副画素を備え、当該複数の副画素がそれぞれ
異なる色の光を出力し、当該副画素の表示のＯＮ、ＯＦＦを切り換えることで、１つの画
素で種々の色を表示させている。このような表示装置は、解像度及び輝度といった表示特
性も年々向上してきている。しかし、解像度が高くなるにしたがって開口率が低下してく
るため、高輝度を達成しようとした場合、バックライトの輝度を高くする必要があり、バ
ックライトの消費電力が増大するという問題がある。これを改善するため、従来の赤、緑
、青の副画素に第４の副画素である白画素を加える技術がある（例えば、特許文献１）。
この技術は、白画素が輝度を向上させる分、バックライトの電流値を下げ、消費電力を低
減する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１０８５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、白画素は赤、緑、青画素等の他の色画素よりも輝度が高い。従って、白画素と
隣接する他の色画素との輝度差が大きい場合、白画素と隣接する他の色画素との間の境界
が視認され、画質が劣化する可能性がある。
【０００５】
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　本発明は、画質の劣化を抑制する表示装置、表示装置の駆動方法及び電子機器を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の表示装置は、第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素
、第３の色を表示する第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素を複数有
する画像表示パネルと、入力信号の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の
色及び前記第４の色で再現される再現色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信
号を前記画像表示パネルに出力する信号処理部と、を有し、前記信号処理部は、前記画像
表示パネルに関する伸長係数を決定し、前記第１副画素の出力信号を、少なくとも前記第
１副画素の入力信号及び前記伸長係数に基づいて求めて前記第１副画素に出力し、前記第
２副画素の出力信号を、少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数に基づい
て求めて前記第２副画素に出力し、前記第３副画素の出力信号を、少なくとも前記第３副
画素の入力信号及び前記伸長係数に基づいて求めて前記第３副画素に出力し、前記第４副
画素の出力信号の補正値である第４副画素補正値を、前記第１副画素の入力信号、前記第
２副画素の入力信号、前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数に基づいて求め、前記
第４副画素の出力信号を、前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号、前記
第３副画素の入力信号、前記伸長係数及び前記第４副画素補正値に基づいて求めて前記第
４副画素に出力する。
【０００７】
　本発明の電子機器は、前記表示装置と、前記表示装置に前記入力信号を供給する制御装
置と、を有する。
【０００８】
　本発明の表示装置の駆動方法は、第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する
第２副画素、第３の色を表示する第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画
素を複数有する画像表示パネルを有する表示装置の駆動方法であって、前記第１副画素、
前記第２副画素、前記第３副画素及び前記第４副画素それぞれの出力信号を求めるステッ
プと、前記出力信号に基づいて、前記第１副画素、前記第２副画素、前記第３副画素及び
前記第４副画素の動作を制御するステップと、を含み、前記出力信号を求めるステップに
おいては、前記画像表示パネルに関する伸長係数を決定し、前記第１副画素の出力信号を
、少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数に基づいて求め、前記第２副画
素の出力信号を、少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数に基づいて求め
、前記第３副画素の出力信号を、少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数
に基づいて求め、前記第４副画素の出力信号の補正値である第４副画素補正値を、前記第
１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号、前記第３副画素の入力信号及び前記伸
長係数に基づいて求め、前記第４副画素の出力信号を、前記第１副画素の入力信号、前記
第２副画素の入力信号、前記第３副画素の入力信号、前記伸長係数及び前記第４副画素補
正値に基づいて求める。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、本実施形態に係る画像表示パネルの画素配列を示す図である。
【図３】図３は、本実施形態に係る画像表示パネル及び画像表示パネル駆動部の概念図で
ある。
【図４】図４は、本実施形態に係る信号処理部の構成の概要を示す模式図である。
【図５】図５は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現色空間の概念図である。
【図６】図６は、再現色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。
【図７】図７は、彩度に応じた第４副画素補正値ＷＧの値を示すグラフである。
【図８Ａ】図８Ａは、画像Ｍを比較例１により伸長処理した場合における、第１から第４
副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
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【図８Ｂ】図８Ｂは、画像Ｍを比較例２により伸長処理した場合における、第１から第４
副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、画像Ｍを本実施形態により伸長処理した場合における、第１から第
４副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
【図９Ａ】図９Ａは、画像Ｎを比較例１により伸長処理した場合における、第１から第４
副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、画像Ｎを比較例２により伸長処理した場合における、第１から第４
副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、画像Ｎを本実施形態により伸長処理した場合における、第１から第
４副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１０Ｃ】図１０Ｃは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１１Ｄ】図１１Ｄは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１３】図１３は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１４】図１４は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１５】図１５は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１６】図１６は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１７】図１７は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図１８】図１８は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の各実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあ
くまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想
到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説
明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に
表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。
また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一
の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１１】
　（表示装置の構成）
　図１は、本実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。図２は、本
実施形態に係る画像表示パネルの画素配列を示す図である。図３は、本実施形態に係る画
像表示パネル及び画像表示パネル駆動部の概念図である。図１に示すように、本実施形態
の表示装置１０は、信号処理部２０と、画像表示パネル駆動部３０と、画像表示パネル４
０と、面状光源装置制御部５０と、面状光源装置６０とを有する。表示装置１０は、信号
処理部２０が表示装置１０の各部に信号を送り、画像表示パネル駆動部３０が信号処理部
２０からの信号に基づいて画像表示パネル４０の駆動を制御し、画像表示パネル４０が画
像表示パネル駆動部３０からの信号に基づいて画像を表示させ、面状光源装置制御部５０
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が、信号処理部２０からの信号に基づいて面状光源装置６０の駆動を制御し、面状光源装
置６０が面状光源装置制御部５０の信号に基づいて画像表示パネル４０を背面から照明す
ることにより、画像を表示する。なお、表示装置１０は、特開２０１１－１５４３２３号
公報に記載されている画像表示装置組立体と同様の構成であり、特開２０１１－１５４３
２３号公報に記載されている各種変形例が適用可能である。
【００１２】
　図２、図３に示すように、画像表示パネル４０は、画素４８が、Ｐ０×Ｑ０個（行方向
にＰ０個、列方向にＱ０個）、２次元のマトリクス状に配列されている。図２、図３に示
す例は、ＸＹの２次元座標系に複数の画素４８がマトリクス状に配列されている例を示し
ている。この例において、行方向がＸ軸方向、列方向はＹ軸方向である。なお、行方向を
Ｙ軸方向、列方向をＸ軸方向としてもよい。
【００１３】
　画素４８は、第１副画素４９Ｒと、第２副画素４９Ｇと、第３副画素４９Ｂ又は第４副
画素４９Ｗとを有する。第１副画素４９Ｒは、第１原色（例えば、赤色）を表示する。第
２副画素４９Ｇは、第２原色（例えば、緑色）を表示する。第３副画素４９Ｂは、第３原
色（例えば、青色）を表示する。第４副画素４９Ｗは、第４の色（例えば、白色）を表示
する。以下において、第１副画素４９Ｒと、第２副画素４９Ｇと、第３副画素４９Ｂと、
第４副画素４９Ｗとをそれぞれ区別する必要がない場合、副画素４９という。
【００１４】
　表示装置１０は、より具体的には、透過型のカラー液晶表示装置である。画像表示パネ
ル４０は、カラー液晶表示パネルであり、第１副画素４９Ｒと画像観察者との間に第１原
色を通過させる第１カラーフィルタが配置され、第２副画素４９Ｇと画像観察者との間に
第２原色を通過させる第２カラーフィルタが配置され、第３副画素４９Ｂと画像観察者と
の間に第３原色を通過させる第３カラーフィルタが配置されている。また、画像表示パネ
ル４０は、第４副画素４９Ｗと画像観察者との間にカラーフィルタが配置されていない。
第４副画素４９Ｗには、カラーフィルタの代わりに透明な樹脂層が備えられていてもよい
。このように画像表示パネル４０は、透明な樹脂層を設けることで、第４副画素４９Ｗに
カラーフィルタを設けないことによって第４副画素４９Ｗに大きな段差が生じることを抑
制することができる。
【００１５】
　画像表示パネル４０は、第１副画素４９Ｒと、第２副画素４９Ｇと、第３副画素４９Ｂ
又は第４副画素４９Ｗとを含む副画素を組み合わせた画素４８Ａ及び画素４８Ｂがマトリ
クス状に配置されている。そして、画像表示パネル４０は、図２及び図３に示すように、
第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂを有する画素４８Ａと、第１
副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第４副画素４９Ｗを有する画素４８ＢとがＸ軸方向
にそれぞれ交互に配列されている。また、画像表示パネル４０は、画素４８ＡがＹ軸方向
に配列され、画素４８ＢがＹ軸方向に配列されている。画像表示パネル４０は、第１副画
素４９Ｒを並べた第１行と、この第１行の次行に配列する第２副画素４９Ｇを並べた第２
行と、第２行の次行に配列される第３行と、が繰り返し配列されている。第３行は、第３
副画素４９Ｂ及び第４副画素４９Ｗが行方向に交互に並べられている。また、図２に示さ
れるように、第１副画素４９Ｒと第２副画素４９Ｇと第３副画素４９Ｂと第４副画素４９
Ｗとは、Ｘ軸方向の長さがＹ軸方向の長さよりも大きい矩形となっている。
【００１６】
　一般的には、ストライプ配列に類似した配列は、パーソナルコンピュータ等においてデ
ータや文字列を表示するのに好適である。これに対して、モザイク配列に類似した配列は
、ビデオカメラレコーダ又はデジタルスチルカメラ等において自然画を表示するのに好適
である。
【００１７】
　再び図１を参照すると、信号処理部２０は、画像表示パネル駆動部３０及び面状光源装
置制御部５０を介して、画像表示パネル４０及び面状光源装置６０の動作を制御する演算
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処理回路である。信号処理部２０は、画像表示パネル駆動部３０及び面状光源装置制御部
５０と接続されている。
【００１８】
　信号処理部２０は、外部のアプリケーションプロセッサ（ホストＣＰＵ、図示せず）か
ら入力される入力信号を処理して画像処理信号及び面状光源装置制御信号ＳＢＬを生成す
る。信号処理部２０は、入力信号の入力値を、第１の色、第２の色、第３の色及び第４の
色で再現される再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）の再現値（画像処理信号）に変換し
て生成する。そして、信号処理部２０は、生成した画像処理信号を画像表示パネル駆動部
３０に出力する。また、信号処理部２０は、生成した面状光源装置制御信号ＳＢＬを面状
光源装置制御部５０に出力する。本実施形態において、再現色空間はＨＳＶ色空間である
が、これに限られずＸＹＺ色空間、ＹＵＶ空間その他の座標系でもよい。
【００１９】
　図４は、本実施形態に係る信号処理部の構成の概要を示す模式図である。図４に示すよ
うに、信号処理部２０は、入力部２１と、信号生成部２３と、出力部２５とを有する。
【００２０】
　入力部２１は、外部のアプリケーションプロセッサから入力信号が入力される。なお、
入力信号は、例えば入力信号圧縮部と、ＲＡＭと、入力信号展開部とを有し、入力信号の
データを圧縮して一旦ＲＡＭに保存し、ＲＡＭに保存したデータを読み出してデータを展
開してもよい。
【００２１】
　信号生成部２３は、入力部２１に入力された入力信号を読み出して、画像処理信号を生
成する。信号生成部２３は、α算出部２３ａと、ＷＧ算出部２３ｂと、伸長処理部２３ｃ
とを有する。α算出部２３ａは、伸長係数αを算出する。また、α算出部２３ａは、１／
αを算出する。伸長係数αの算出処理については、後述する。
【００２２】
　ＷＧ算出部２３ｂは、α算出部２３ａで算出された伸長係数αと入力部２１に入力され
た入力信号とを用いて、第４副画素補正値ＷＧを算出する。第４副画素補正値ＷＧの算出
処理については、後述する。
【００２３】
　伸長処理部２３ｃは、α算出部２３ａで算出された伸長係数αとＷＧ算出部２３ｂで算
出された第４副画素補正値ＷＧと入力部２１に入力された入力信号とを用いて、入力信号
の伸長処理を行う。すなわち、伸長処理部２３ｃは、入力信号の入力値を、再現色空間（
例えば、ＨＳＶ色空間）の再現値（画像処理信号）に変換して、画像表示信号を生成する
。伸長処理については、後述する。
【００２４】
　出力部２５は、信号生成部２３が生成した画像処理信号を画像表示パネル駆動部３０に
出力する。
【００２５】
　再び図１及び図３を参照すると、画像表示パネル駆動部３０は、信号出力回路３１及び
走査回路３２を有する。画像表示パネル駆動部３０は、信号出力回路３１によって映像信
号を保持し、順次、画像表示パネル４０に出力する。より詳しくは、信号出力回路３１は
、画像処理信号に応じた所定の電位を有する画像出力信号を、画像表示パネル４０に出力
する。信号出力回路３１は、信号線ＤＴＬによって画像表示パネル４０と電気的に接続さ
れている。走査回路３２は、画像表示パネル４０における副画素４９の動作（光透過率）
を制御するためのスイッチング素子（例えば、ＴＦＴ）のＯＮ／ＯＦＦを制御する。走査
回路３２は、配線ＳＣＬによって画像表示パネル４０と電気的に接続されている。
【００２６】
　面状光源装置６０は、画像表示パネル４０の背面に配置され、画像表示パネル４０に向
けて光を照射することで、画像表示パネル４０を照明する。面状光源装置６０は、画像表
示パネル４０の全面に光を照射し、画像表示パネル４０を明るくする。
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【００２７】
　面状光源装置制御部５０は、面状光源装置６０から出力する光の光量等を制御する。具
体的には、面状光源装置制御部５０は、信号処理部２０から出力される面状光源装置制御
信号ＳＢＬに基づいて、面状光源装置６０に供給する電圧等をＰＷＭ（Pulse　Width　Mo
dulation）等で調整することで、画像表示パネル４０を照射する光の光量（光の強度）を
制御する。
【００２８】
　（信号処理部の処理動作）
　次に、図５及び図６を用いて、信号処理部２０で実行する処理動作について説明する。
図５は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）の概念
図である。図６は、再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）の色相と彩度との関係を示す概
念図である。
【００２９】
　信号処理部２０は、表示する画像の情報である入力信号が外部のアプリケーションプロ
セッサから入力される。入力信号は、各画素に対して、その位置で表示する画像（色）の
情報を入力信号として含んでいる。具体的には、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、１≦ｐ
≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）に対して、信号値がｘ１－（ｐ、ｑ）の第１副画素４９Ｒの入力信
号、信号値がｘ２－（ｐ、ｑ）の第２副画素４９Ｇの入力信号、及び、信号値がｘ３－（

ｐ、ｑ）の第３副画素４９Ｂの入力信号が含まれる信号が信号処理部２０に入力される。
【００３０】
　信号処理部２０は、入力信号を処理することで、第１副画素４９Ｒの表示階調を決定す
るための第１副画素用の信号としての第１副画素の出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ））
、第２副画素４９Ｇの表示階調を決定するための第２副画素用の信号としての第２副画素
の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ））、第３副画素４９Ｂの表示階調を決定するための
第３副画素用の信号としての第３副画素の出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ））、及び、
第４副画素４９Ｗの表示階調を決定するための第４副画素用の信号としての第４副画素の
出力信号（信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ））を生成し、画像処理信号として、画像表示パネル駆
動部３０に出力する。
【００３１】
　ここで、表示装置１０は、画素４８に第４の色（白色）を出力する第４副画素４９Ｗを
備えることで、図５に示すように、再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）における明度の
ダイナミックレンジが広げられている。つまり、図５に示すように、第１副画素、第２副
画素及び第３副画素で表示できる円柱形状の色空間の上に、彩度が高くなるほど明度の最
大値が低くなる、彩度軸と明度軸とを含む断面における形状が、斜辺が曲線となる略台形
形状となる立体が載っている形状となる。信号処理部２０は、第４の色（白色）を加える
ことで拡大された再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）における彩度Ｓを変数とした明度
の最大値Ｖmax（Ｓ）が、信号処理部２０に記憶されている。つまり、信号処理部２０は
、図５に示す色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）の立体形状について、彩度と色相の座標（
値）毎に明度の最大値Ｖmax（Ｓ）の値を記憶している。ここで、入力信号は、第１副画
素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの入力信号で構成されているため、入
力信号の色空間は、円柱形状、つまり、再現色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）の円柱形状
部分と同じ形状となる。
【００３２】
　信号処理部２０は、伸長処理部２３ｃにより、少なくとも第１副画素の入力信号（信号
値ｘ１－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αに基づいて、第１副画素の出力信号（信号値Ｘ１－

（ｐ、ｑ））を算出し、少なくとも第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及
び伸長係数αに基づいて第２副画素の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ））を算出し、少
なくとも第３副画素の入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αに基づいて第
３副画素の出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ））を算出する。
【００３３】
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　具体的には、第１副画素の入力信号、伸長係数α及び第４副画素の出力信号に基づいて
第１副画素の出力信号を算出し、第２副画素の入力信号、伸長係数α及び第４副画素の出
力信号に基づいて第２副画素の出力信号を算出し、第３副画素の入力信号、伸長係数α及
び第４副画素の出力信号に基づいて第３副画素の出力信号を算出する。
【００３４】
　つまり、信号処理部２０は、χを表示装置１０に依存した定数としたとき、第（ｐ、ｑ
）番目の画素（あるいは、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの
組）への第１副画素の出力信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、第２副画素の出力信号値Ｘ２－（ｐ

、ｑ）及び第３副画素の出力信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、以下の式（１），（２），（３
）から求める。
Ｘ１－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ１－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（１）
Ｘ２－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ２－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（２）
Ｘ３－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ３－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（３）
【００３５】
　信号処理部２０は、第４の色を加えることで拡大された色空間（例えば、ＨＳＶ色空間
）における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）を求め、複数の画素４８にお
ける副画素４９の入力信号値に基づき、これらの複数の画素４８における彩度Ｓ及び明度
Ｖ（Ｓ）を求める。そして、信号処理部２０は、α算出部２３ａにおいて、明度の最大値
Ｖｍａｘ（Ｓ）及び明度Ｖ（Ｓ）に基づき伸長係数αを算出する。
【００３６】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ及びＶ（Ｓ）＝
Ｍａｘで表される。彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から
（２ｎ－１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数である。また、Ｍａｘは
、画素４８への第１副画素４９Ｒの入力信号値、第２副画素４９Ｇの入力信号値及び第３
副画素４９Ｂの入力信号値の３つの副画素の入力信号値の最大値である。Ｍｉｎは、画素
４８への第１副画素４９Ｒの入力信号値、第２副画素４９Ｇの入力信号値及び第３副画素
４９Ｂの入力信号値の３つの副画素の入力信号値の最小値である。また、色相Ｈは、図６
に示すように０°から３６０°で表される。０°から３６０°に向かって、赤（Ｒｅｄ）
、黄（Ｙｅｌｌｏｗ）、緑（Ｇｒｅｅｎ）、シアン（Ｃｙａｎ）、青（Ｂｌｕｅ）、マゼ
ンタ（Ｍａｇｅｎｔａ）、赤となる。本実施形態では、角度０°を含む領域が赤となり、
角度１２０°を含む領域が緑となり、角度２４０°を含む領域が青となる。
【００３７】
　また、信号処理部２０は、ＷＧ算出部２３ｂにおいて、第１副画素４９Ｒの入力信号（
信号値ｘ１－（ｐ、ｑ））、第２副画素４９Ｇの入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））、
第３副画素４９Ｂの入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αに基づき、第４
副画素補正値ＷＧを算出する。より詳しくは、信号処理部２０は、ＷＧ算出部２３ｂにお
いて、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）（信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値
ｘ３－（ｐ、ｑ）の３つの副画素の入力信号値の最大値）と、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）（信号値
ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）の３つの副画素
の入力信号値の最小値）と、伸長係数αとから、第４副画素補正値ＷＧを算出する。
【００３８】
　より詳しくは、信号処理部２０は、ＷＧ算出部２３ｂにおいて、伸長係数αが大きくな
るに従って第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、第４副画素補正値ＷＧを算出する
。また、信号処理部２０は、ＷＧ算出部２３ｂにおいて、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉｎ（ｐ

、ｑ）との差が大きくなるにしたがって第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、第４
副画素補正値ＷＧを算出する。具体的には、信号処理部２０は、ＷＧ算出部２３ｂにおい
て、下記の式（４）及び（５）に基づいて第４副画素補正値ＷＧを算出する。
【００３９】
　ＷＧ＝ａ・（Ｍａｘ（ｐ、ｑ）－１／α）／Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）＋ｂ・・・（４）
　ＷＧ≦１．０・・・（５）
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【００４０】
　式（５）は、式（４）において、第４副画素補正値ＷＧが１を超えた場合に、第４副画
素補正値ＷＧを１とすることを意味し、第４副画素補正値ＷＧは式（５）の範囲で設定さ
れることが望ましいが、画質の劣化を容認できる場合は、この範囲を超えて使用してもよ
い。ここで、ａ及びｂは、ａ≧１、０≦ｂ≦１の範囲で設定される係数であるが、適宜そ
れ以外の範囲に設定してもよい。信号処理部２０は、例えばルックアップテーブルにａ及
びｂの値を記憶している。ただし、信号処理部２０は、例えば操作者の操作により、ａ及
びｂの値を変更することができる。本実施形態においては、ａは、１であり、ｂは、０で
ある。
【００４１】
　本実施形態において、信号処理部２０は、伸長処理部２３ｃにおいて、第１副画素４９
Ｒの入力信号、第２副画素４９Ｇの入力信号、第３副画素４９Ｂの入力信号、伸長係数α
及び第４副画素補正値ＷＧに基づいて、第４副画素４９Ｗの出力信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）

を求める。より詳しくは、信号処理部２０は、Ｍｉｎ（画素への第１副画素４９Ｒの入力
信号値、第２副画素４９Ｇの入力信号値及び第３副画素４９Ｂの入力信号値の３つの副画
素の入力信号値の最小値）と、伸長係数αと、第４副画素補正値ＷＧとから、信号値Ｘ４

－（ｐ、ｑ）を求める。具体的には、信号処理部２０は、下記の式（６）に基づいて信号
値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を求める。式（６）では、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）と伸長係数αとの積をχ
で除し、第４副画素補正値ＷＧを掛けているが、これに限定するものではない。χについ
ては後述する。
【００４２】
　Ｘ４－（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・（α／χ）・ＷＧ・・・（６）
【００４３】
　一般に、第（ｐ、ｑ）番目の画素において、第１副画素４９Ｒの入力信号（信号値ｘ１

－（ｐ、ｑ））、第２副画素４９Ｇの入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び第３副画
素４９Ｂの入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））に基づき、円柱の色空間における彩度（
Saturation）Ｓ（ｐ、ｑ）及び明度（Brightness）Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）は、次の式（７）
、式（８）から求めることができる。
【００４４】
　Ｓ（ｐ、ｑ）＝（Ｍａｘ（ｐ、ｑ）－Ｍｉｎ（ｐ、ｑ））／Ｍａｘ（ｐ、ｑ）・・・（
７）
【００４５】
　Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）＝Ｍａｘ（ｐ、ｑ）・・・（８）
【００４６】
　ここで、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－（ｐ、ｑ）、ｘ２－（ｐ、ｑ）、ｘ３－（ｐ、

ｑ））の３個の副画素４９の入力信号値の最大値であり、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－

（ｐ、ｑ）、ｘ２－（ｐ、ｑ）、ｘ３－（ｐ、ｑ））３個の副画素４９の入力信号値の最
小値である。本実施形態ではｎ＝８とした。すなわち、表示階調ビット数を８ビット（表
示階調の値を０から２５５の２５６階調）とした。
【００４７】
　白色を表示する第４副画素４９Ｗには、カラーフィルタが配置されていない。第４の色
を表示する第４副画素４９Ｗは、同じ光源点灯量で照射された場合、第１の色を表示する
第１副画素４９Ｒ、第２の色を表示する第２副画素４９Ｇ、第３の色を表示する第３副画
素４９Ｂよりも明るい。第１副画素４９Ｒに第１副画素４９Ｒの出力信号の最大信号値に
相当する値を有する信号が入力され、第２副画素４９Ｇに第２副画素４９Ｇの出力信号の
最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、第３副画素４９Ｂに第３副画素４９Ｂ
の出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力されたときの、画素４８又は画
素４８の群が備える第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体
の輝度をＢＮ１－３とする。また、画素４８又は画素４８の群が備える第４副画素４９Ｗ
に、第４副画素４９Ｗの出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力されたと
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きの第４副画素４９Ｗの輝度をＢＮ４としたときを想定する。すなわち、第１副画素４９
Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体によって最大輝度の白色が表示され
、この白色の輝度がＢＮ１－３で表される。すると、χを表示装置１０に依存した定数と
したとき、定数χは、χ＝ＢＮ４／ＢＮ１－３で表される。
【００４８】
　具体的には、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体に、
次の表示階調の値を有する入力信号として、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）＝２５５、信号値ｘ

２－（ｐ、ｑ）＝２５５、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）＝２５５が入力されたときにおける白
色の輝度ＢＮ１－３に対して、第４副画素４９Ｗに表示階調の値２５５を有する入力信号
が入力されたと仮定したときの輝度ＢＮ４は、例えば、１．５倍である。すなわち、本実
施形態にあっては、χ＝１．５である。
【００４９】
　ところで、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）が、上述した式（６）で与えられる場合、Ｖｍａｘ
（Ｓ）は、次の式（９）、式（１０）で表すことができる。
【００５０】
　Ｓ≦Ｓ０の場合：
　Ｖｍａｘ（Ｓ）＝（χ＋１）・（２ｎ－１）・・・（９）
【００５１】
　Ｓ０＜Ｓ≦１の場合：
　Ｖｍａｘ（Ｓ）＝（２ｎ－１）・（１／Ｓ）・・・（１０）
ここで、Ｓ０＝１／（χ＋１）である。
【００５２】
　このようにして得られた、第４の色を加えることによって拡大された再現色空間（例え
ば、ＨＳＶ色空間）における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）が、例えば
、信号処理部２０に一種のルックアップテ－ブルとして記憶されている。あるいは、拡大
された色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａ
ｘ（Ｓ）は、都度、信号処理部２０において求められる。
【００５３】
　次に、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における出力信号である信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、
Ｘ２－（ｐ、ｑ）、Ｘ３－（ｐ、ｑ）、Ｘ４－（ｐ、ｑ）の求め方（伸長処理）を説明す
る。次の処理は、（第１副画素４９Ｒ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第１原色
の輝度、（第２副画素４９Ｇ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第２原色の輝度、
（第３副画素４９Ｂ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第３原色の輝度の比を保つ
ように行われる。しかも、色調を保持（維持）するように行われる。さらには、階調－輝
度特性（ガンマ特性、γ特性）を保持（維持）するように行われる。また、いずれかの画
素４８又は画素４８の群において、入力信号値のすべてが０である場合又は小さい場合、
このような画素４８又は画素４８の群を含めることなく、伸長係数αを求めればよい。
【００５４】
（第１工程）
　まず、信号処理部２０は、複数の画素４８における副画素４９の入力信号値に基づき、
これらの複数の画素４８における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ
、ｑ）番目の画素４８への第１副画素４９Ｒの入力信号である信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、
第２副画素４９Ｇの入力信号である信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）、第３副画素４９Ｂの入力信
号である信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき、式（７）及び式（８）からＳ（ｐ、ｑ）、Ｖ
（Ｓ）（ｐ、ｑ）を求める。信号処理部２０は、この処理を、すべての画素４８に対して
行う。
【００５５】
（第２工程）
　次いで、信号処理部２０は、複数の画素４８において求められたＶｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（
Ｓ）に基づき伸長係数α（Ｓ）を求める。
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【００５６】
　α（Ｓ）＝Ｖｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）・・・（１１）
【００５７】
（第３工程）
　次に、信号処理部２０は、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）、信号値
ｘ３－（ｐ、ｑ）及び伸長係数α（Ｓ）に基づき、第４副画素補正値ＷＧを求める。具体
的には、信号処理部２０は、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）及び伸長係数α（Ｓ）
に基づき、伸長係数αが大きくなるに従って第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、
また、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉｎ（ｐ、ｑ）との差が大きくなるに従って第４副画素補正
値ＷＧが大きくなるように、式（４）及び式（５）により第４副画素補正値ＷＧを求める
。信号処理部２０は、Ｐ０×Ｑ０個の全画素４８において第４副画素補正値ＷＧを求める
。
【００５８】
（第４工程）
　次に、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ

）を、少なくとも、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値ｘ３－

（ｐ、ｑ）に基づいて求める。本実施形態にあっては、信号処理部２０は、信号値Ｘ４－

（ｐ、ｑ）を、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）、伸長係数α、定数χ及び第４副画素補正値ＷＧに基づ
いて決定する。より具体的には、信号処理部２０は、上述したとおり、信号値Ｘ４－（ｐ

、ｑ）を、上記の式（６）に基づいて求める。信号処理部２０は、Ｐ０×Ｑ０個の全画素
４８において信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を求める。
【００５９】
（第５工程）
　その後、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ、

ｑ）を、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、伸長係数α及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め
、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ２－（ｐ、

ｑ）、伸長係数α及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素４
８における信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）、伸長係数α及び信号値
Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求める。具体的には、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の
画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値Ｘ３－（

ｐ、ｑ）を、上記の式（１）～（３）に基づいて求める。
【００６０】
　信号処理部２０は、式（６）に示したとおり、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値を伸長係数αによ
って伸長する。このように、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値が伸長係数αによって伸長されること
で、白色表示副画素（第４副画素４９Ｗ）の輝度が増加するだけでなく、上記式に示すと
おり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画素（それぞれ第１副画素４９Ｒ
、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂに対応する）の輝度も増加する。このため、色
のくすみが発生するといった問題を回避することができる。すなわち、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）

の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値が伸長係数αによって伸
長されることで、画像全体として輝度はα倍となる。したがって、例えば、静止画等の画
像表示を高輝度で行うことができ、好適である。
【００６１】
　本実施形態の表示装置１０は、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ

）、信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）は、α倍、伸長されている。それ
故、伸長されていない状態の画像の輝度と同じ画像の輝度とするためには、面状光源装置
６０の輝度を、伸長係数αに基づき減少させれば良い。具体的には、面状光源装置６０の
輝度を、（１／αＡ）倍とすれば良い。これによって、面状光源装置６０の消費電力の低
減を図ることができる。信号処理部２０は、この（１／α）を面状光源装置制御信号ＳＢ
Ｌとして面状光源装置制御部５０（図１参照）に出力する。
【００６２】
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　（第４副画素補正値ＷＧの値）
　次に、第４副画素補正値ＷＧの値について説明する。上述のように、第４副画素補正値
ＷＧは、式（４）において、ａを１とし、ｂを０としたものであるため、式（５）及び次
の式（１２）で表される。
【００６３】
　ＷＧ＝（Ｍａｘ（ｐ、ｑ）－１／α）／Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・・・（１２）
【００６４】
　図７は、彩度に応じた第４副画素補正値ＷＧの値を示すグラフである。図７の横軸は、
式（７）に示す彩度Ｓ（ｐ、ｑ）である。図７の縦軸は、第１縦軸としての第４副画素補
正値ＷＧと、第２縦軸としての式（８）に示す明度Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）である。線分１０
１は、横軸を彩度Ｓ（ｐ、ｑ）にとり、縦軸を第４副画素補正値ＷＧの値にとった場合で
あって、伸長係数αを（１＋χ）とした場合の第４副画素補正値ＷＧの値である。上述の
ように、本実施形態にあっては、χ＝１．５であるため、線分１０１は、伸長係数αを２
．５とした場合の第４副画素補正値ＷＧの値である。線分１０２は、横軸を彩度Ｓ（ｐ、

ｑ）にとり、縦軸を第４副画素補正値ＷＧの値にとった場合であって、伸長係数αを１．
０１とした場合の第４副画素補正値ＷＧの値である。線分１０３は、横軸を彩度Ｓ（ｐ、

ｑ）にとり、縦軸を明度Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）にとった場合における、第４の色を加えるこ
とによって拡大された色空間（例えば、ＨＳＶ色空間）における彩度Ｓを変数とした明度
の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）である。
【００６５】
　第４副画素補正値ＷＧは、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉｎ（ｐ、ｑ）との差が大きくなるに
従って大きくなる。従って、図７の線分１０１及び１０２に示されるように、第４副画素
補正値ＷＧは、伸長係数αを一定にした場合、彩度Ｓ（ｐ、ｑ）が大きくなるに従って大
きくなる。なお、第４副画素補正値ＷＧは１以下が望ましい。従って、線分１０１におい
ては、第４副画素補正値ＷＧは、彩度Ｓ（ｐ、ｑ）が大きくなるに従って大きくなり、１
になると一定となっている。
【００６６】
　また、第４副画素補正値ＷＧは、伸長係数αの値によって異なる値となる。第４副画素
補正値ＷＧは、伸長係数αが２．５の場合は線分１０１で表したものとなり、伸長係数α
が１．０１の場合は線分１０２で表したものになる。第４副画素補正値ＷＧは、伸長係数
αが大きくなるに従って大きくなる。図７に示されるように、α＝１．０１である線分１
０２よりも、α＝２．５である線分１０１のほうが、第４副画素補正値ＷＧが大きくなっ
ている。
【００６７】
　また、線分１０３に示されるように、明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）は、彩度Ｓ（ｐ、ｑ

）が大きくなるに従って小さくなっている。
【００６８】
　線分１０１及び１０２と、線分１０３とを比較すると、明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）は
、彩度Ｓ（ｐ、ｑ）が大きくなるに従って小さくなっているのに対し、第４副画素補正値
ＷＧは、彩度Ｓ（ｐ、ｑ）が大きくなるに従って大きくなる。
【００６９】
　（評価結果１）
　次に、本実施形態に係る表示装置１０と比較例１及び２に係る表示装置とによって伸長
処理を行った後の各副画素の出力信号値の評価結果１について説明する。
【００７０】
　比較例１に係る表示装置は、次の式（１３）により、第４副画素の出力信号値Ｙ４－（

ｐ、ｑ）を求める。
【００７１】
　Ｙ４－（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・（α／χ）・・・（１３）
【００７２】
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　すなわち、比較例１に係る表示装置は、第４副画素補正値ＷＧを用いずに第４副画素の
出力信号値Ｙ４－（ｐ、ｑ）を求める。比較例１に係る表示装置は、第１から第３副画素
の入力信号を、可能な限り最大に第４副画素の出力信号値Ｙ４－（ｐ、ｑ）に置き換える
。なお、比較例１に係る表示装置は、第１から第３副画素の出力信号及び伸長係数αを算
出する方法については、本実施形態に係る表示装置１０と同じである。
【００７３】
　比較例２に係る表示装置は、次の式（１４）から（１９）により、第４副画素の出力信
号値Ｚ４－（ｐ、ｑ）を求める。
【００７４】
　Ａ（ｐ、ｑ）＝α・ｘ１－（ｐ、ｑ）－（２ｎ－１）・・・（１４）
　Ｂ（ｐ、ｑ）＝α・ｘ２－（ｐ、ｑ）－（２ｎ－１）・・・（１５）
　Ｃ（ｐ、ｑ）＝α・ｘ３－（ｐ、ｑ）－（２ｎ－１）・・・（１６）
　Ｓ（ｐ、ｑ）＝ｍａｘ（Ａ（ｐ、ｑ），Ｂ（ｐ、ｑ），Ｃ（ｐ、ｑ））・・・（１７）
　Ｔ（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・α・・・（１８）
　Ｚ（ｐ、ｑ）＝ｍｉｎ（Ｓ（ｐ、ｑ），Ｔ（ｐ、ｑ））／χ・・・（１９）
【００７５】
　尚、Ａ（ｐ、ｑ）、Ｂ（ｐ、ｑ）、Ｃ（ｐ、ｑ）、Ｓ（ｐ、ｑ）の値が負のときは、Ｓ

（ｐ、ｑ）、およびＺ（ｐ、ｑ）の計算において、負になった値には０（ゼロ）が代用さ
れる。比較例２に係る表示装置は、式（１４）から式（１６）において、伸長係数αによ
る伸長後の第１から第３副画素の入力信号値から、（２ｎ－１）、すなわち第１から第３
副画素の可能な最大出力値を引いた値である、Ａ（ｐ、ｑ），Ｂ（ｐ、ｑ），Ｃ（ｐ、ｑ

）を算出する。そして、比較例２に係る表示装置は、Ａ（ｐ、ｑ），Ｂ（ｐ、ｑ），Ｃ（

ｐ、ｑ）の最大値と、式（１８）により算出したＴ（ｐ、ｑ）との間の小さい方の値を、
第４副画素の出力信号値Ｚ４－（ｐ、ｑ）として求める。すなわち、比較例２に係る表示
装置は、伸長後の第１から第３副画素の入力信号を、可能な限り最大に第１から第３副画
素の出力信号に置き換えて、第４副画素の出力信号値Ｚ４－（ｐ、ｑ）への置き換えを最
小にする。なお、比較例２に係る表示装置は、第１から第３副画素の出力信号及び伸長係
数αを算出する方法については、本実施形態に係る表示装置１０と同じである。
【００７６】
　評価結果１は、伸長係数αが小さい画像Ｍについて伸長処理を行った場合について比較
する。図８Ａは、画像Ｍを比較例１により伸長処理した場合における、第１から第４副画
素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。図８Ｂは、画像Ｍを比較例２
により伸長処理した場合における、第１から第４副画素の出力信号値を各副画素に出力し
た場合の模式図である。図８Ｃは、画像Ｍを本実施形態により伸長処理した場合における
、第１から第４副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。画像Ｍは
、全体的に明度及び彩度が高い画像であり、比較例１、２及び本実施形態により算出され
た伸長係数αは１である。すなわち、画像Ｍは、入力信号の輝度を出力信号において大き
くされない。図８Ａから図８Ｃは、画像Ｍについて、比較例１と比較例２と本実施形態と
のそれぞれ別の伸長処理を行って、入力信号の一部を第４副画素の出力信号に変換して表
示したものである。
【００７７】
　図８Ａの第１副画素４９Ｒには、Ｒ＝１５３と記載され、第２副画素４９Ｇには、Ｇ＝
１３０と記載され、第３副画素４９Ｂには、Ｂ＝１５５と記載され、第４副画素４９Ｗに
は、Ｗ＝２４４と記載されている。これは、図８Ａの第１副画素４９Ｒの出力信号値が１
５３であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値が１３０であり、第３副画素４９Ｂの出力信
号値が１５５であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値が２４４であることを示している。
図８Ｂ及び図８Ｃも同様である。
【００７８】
　図８Ａに示されるように、画像Ｍに比較例１に係る伸長処理を行った場合、第１副画素
４９Ｒの出力信号値は１５３であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は１３０であり、第
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３副画素４９Ｂの出力信号値は１５５であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は２４４で
ある。比較例１においては、入力信号を可能な限り第４副画素の出力信号に置き換えるた
め、第４副画素の出力信号値が、他の副画素よりも大きくなっている。また、第４副画素
４９Ｗの輝度は、第１から第３副画素の輝度より大きい。特に、第３副画素４９Ｂの輝度
は他の副画素の輝度より小さい。従って、伸長係数αを１とする画像Ｍは、比較例１によ
り伸長処理した場合、第４副画素４９Ｗの輝度と他の副画素の輝度との差が大きいため、
第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界が視認される場合がある。特に、画像Ｍ
は、比較例１により伸長処理した場合、第４副画素４９Ｗと、隣接する第３副画素４９Ｂ
との境界がより顕著に視認される可能性がある。
【００７９】
　一方、図８Ｂに示されるように、画像Ｍに比較例２に係る伸長処理を行った場合、第１
副画素４９Ｒの出力信号値は２５３であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は２４２であ
り、第３副画素４９Ｂの出力信号値は２５５であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は３
０である。比較例２においては、第１から第３副画素の出力値を可能な限り大きくしてい
るので、第１から第３副画素の出力信号値が高く、第４副画素４９Ｗの出力信号値が小さ
くなっている。従って、伸長係数αを１とする画像Ｍは、比較例２により伸長処理した場
合、第４副画素４９Ｗの輝度と他の副画素の輝度との差が比較例１よりも小さいため、第
４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界の視認性を抑制することができる。
【００８０】
　また、図８Ｃに示されるように、画像Ｍに本実施形態に係る伸長処理を行った場合、第
１副画素４９Ｒの出力信号値は２５３であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は２４２で
あり、第３副画素４９Ｂの出力信号値は２５５であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は
３０である。本実施形態においては、伸長係数αが小さくなるに従って、第４副画素補正
値ＷＧを小さくする。従って、伸長係数αが小さい画像Ｍに本実施形態に係る伸長処理を
行った場合、第４副画素の出力値が小さくなり、第１から第３副画素の出力値が大きくな
る。従って、伸長係数αを１とする画像Ｍは、本実施形態により伸長処理した場合、第４
副画素４９Ｗの輝度と他の副画素の輝度との差が比較例１よりも小さいため、第４副画素
４９Ｗと隣接する他の副画素との境界の視認性を抑制することができる。
【００８１】
　このように、伸長係数αが１である画像Ｍは、比較例２及び本実施形態に係る伸長処理
のように、第４副画素の出力値を小さくし、第１から第３副画素の出力値を大きくするこ
とにより、第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界の視認性を抑制し、画質の劣
化を抑制することができる。なお、比較例１、２及び本実施形態に係る伸長処理の結果は
、画像Ｍに限られず伸長係数αが小さい画像であれば、評価結果１と同様の結果となる。
【００８２】
　（評価結果２）
　次に、伸長係数αが大きく、かつ局所的に輝度が高い部分がある画像Ｎについて伸長処
理を行った場合について比較する評価結果２について説明する。図９Ａは、画像Ｎを比較
例１により伸長処理した場合における、第１から第４副画素の出力信号値を各副画素に出
力した場合の模式図である。図９Ｂは、画像Ｎを比較例２により伸長処理した場合におけ
る、第１から第４副画素の出力信号値を各副画素に出力した場合の模式図である。図９Ｃ
は、画像Ｎを本実施形態により伸長処理した場合における、第１から第４副画素の出力信
号値を各副画素に出力した場合の模式図である。画像Ｎは、全体的に明度が低い、あるい
は彩度が低い画像であり、比較例１、２及び本実施形態により算出された伸長係数αは１
．８５である。図９Ａから図９Ｃは、画像Ｎについて、比較例１と比較例２と本実施形態
とのそれぞれ別の伸長処理を行って、入力信号の一部を第４副画素の出力信号に変換して
表示したものである。
【００８３】
　最初に、図９Ｂに示す比較例２について説明する。図９Ｂの第１副画素４９Ｒには、Ｒ
＝２５５と記載され、第２副画素４９Ｇには、Ｇ＝１９５と記載され、第３副画素４９Ｂ
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には、Ｂ＝１８０と記載され、第４副画素４９Ｗには、Ｗ＝１７５と記載されている。こ
れは、図９Ｂの第１副画素４９Ｒの出力信号値が２５５であり、第２副画素４９Ｇの出力
信号値が１９５であり、第３副画素４９Ｂの出力信号値が１８０であり、第４副画素４９
Ｗの出力信号値が１７５であることを示している。図９Ａ及び図９Ｃも同様である。また
、第１副画素４９Ｒの一部である第１副画素４９Ｒ１には、Ｒ＝２５５と記載されている
。また、第２副画素４９Ｇの一部である第２副画素４９Ｇ１には、Ｇ＝２０４と記載され
ている。また、第３副画素４９Ｂの一部である第４副画素４９Ｂ１には、Ｂ＝１７９と記
載されている。また、第４副画素４９Ｗの一部である第４副画素４９Ｗ１には、Ｗ＝５９
と記載されている。第１副画素４９Ｒ１と第２副画素４９Ｇ１と第３副画素４９Ｂ１とを
含む画素４８Ａ１は、画素４８Ａと副画素の出力値が異なる。また、第１副画素４９Ｒ１
と第２副画素４９Ｇ１と第４副画素４９Ｗ１とを含む画素４８Ｂ１は、画素４８Ｂと副画
素の出力値が異なる。画素４８Ｂは、局所的に輝度が高い。
【００８４】
　図９Ｂに示すように、画像Ｎに比較例２に係る伸長処理を行った場合、第１副画素４９
Ｒの出力信号値は２５５であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は１９５であり、第３副
画素４９Ｂの出力信号値は１８０であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は１７５である
。また、第１副画素４９Ｒ１の出力信号値は２５５であり、第２副画素４９Ｇ１の出力信
号値は２０４であり、第３副画素４９Ｂ１の出力信号値は１７９であり、第４副画素４９
Ｗ１の出力信号値は５９である。比較例２においては、第１から第３副画素の出力値を可
能な限り大きくしているので、第１から第３副画素の出力信号値が高く、第４副画素４９
Ｗの出力信号値が小さくなっている。ただし、画像Ｎに対する伸長係数αは１．８５と高
いため、画像全体に輝度が上がる。画像Ｎに対する第４副画素４９Ｗの出力信号値は、画
像全体の輝度を上げるため、評価結果１の画像Ｍに対する第４副画素４９Ｗの出力信号値
よりも大きい。
【００８５】
　画素４８Ｂの輝度は局所的に高く、それに比べて画素４８Ｂ１の輝度は低い。従って、
画像Ｎの第４副画素４９Ｗの出力信号値は、画像Ｎの第４副画素４９Ｗ１の出力信号値よ
りも大きい。すなわち、画像Ｎに比較例２に係る伸長処理を行った場合、画像全体での第
４副画素の輝度が不均一となる。従って、伸長係数αが高い画像Ｎは、比較例２により伸
長処理した場合、第４副画素４９Ｗの輝度と第１から第３副画素及び第４副画素４９Ｗ１
の輝度との差が大きいため、第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界が視認され
る場合がある。
【００８６】
　一方、図９Ａに示されるように、画像Ｎに比較例１に係る伸長処理を行った場合、第１
副画素４９Ｒの出力信号値は２２２であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は１４６であ
り、第３副画素４９Ｂの出力信号値は１２２であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は２
２８である。また、第１副画素４９Ｒ１の出力信号値は２１３であり、第２副画素４９Ｇ
１の出力信号値は１４３であり、第３副画素４９Ｂ１の出力信号値は９７であり、第４副
画素４９Ｗ１の出力信号値は１８５である。比較例１においては、入力信号を可能な限り
第４副画素の出力信号に置き換えるため、第４副画素４９Ｗ１の出力信号値は、比較例２
よりも大きくなっている。従って、第４副画素４９Ｗの出力信号値と、第４副画素４９Ｗ
１の出力信号値との差が比較例２よりも小さくなっている。すなわち、画像Ｎに比較例１
に係る伸長処理を行った場合、画像全体での第４副画素の輝度がより均一化される。従っ
て、伸長係数αが高い画像Ｎは、比較例１により伸長処理した場合、第４副画素４９Ｗの
輝度と第４副画素４９Ｗ１の輝度差が小さいため、第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画
素との境界が視認されることを抑制する。
【００８７】
　また、図９Ｃに示されるように、画像Ｎに本実施形態に係る伸長処理を行った場合、第
１副画素４９Ｒの出力信号値は２２８であり、第２副画素４９Ｇの出力信号値は１５６で
あり、第３副画素４９Ｂの出力信号値は１３４であり、第４副画素４９Ｗの出力信号値は
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２２１である。また、第１副画素４９Ｒ１の出力信号値は２０４であり、第２副画素４９
Ｇ１の出力信号値は１２８であり、第３副画素４９Ｂ１の出力信号値は７０であり、第４
副画素４９Ｗ１の出力信号値は１９７である。本実施形態においては、伸長係数αが大き
くなるに従って、第４副画素補正値ＷＧを大きくする。従って、伸長係数αが大きい画像
Ｎに本実施形態に係る伸長処理を行った場合、第４副画素４９Ｗ１の出力値が比較例２よ
りも大きくなり、第１から第３副画素の出力値が小さくなる。従って、第４副画素４９Ｗ
の出力信号値と、第４副画素４９Ｗ１の出力信号値との差が比較例２よりも小さくなって
いる。すなわち、画像Ｎに本実施形態に係る伸長処理を行った場合、画像全体での第４副
画素の輝度がより均一化される。従って、伸長係数αが高い画像Ｎは、本実施形態により
伸長処理した場合、第４副画素４９Ｗの輝度と第４副画素４９Ｗ１の輝度差が小さいため
、第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界が視認されることを抑制する。
【００８８】
　このように、伸長係数αが１．８５である画像Ｎは、比較例１及び本実施形態に係る伸
長処理のように、第４副画素の出力値を大きくすることにより、第４副画素４９Ｗと隣接
する他の副画素との境界の視認性を抑制し、画質の劣化を抑制することができる。なお、
比較例１、２及び本実施形態に係る伸長処理の結果は、画像Ｎに限られず伸長係数αが大
きく、局所的に輝度の高い箇所がある画像であれば、評価結果２と同様の結果となる。
【００８９】
　以上を纏めると、第４副画素の出力信号への変換を優先する比較例１に係る伸長処理は
、伸長係数αが大きく、局所的に輝度の高い箇所がある画像について画質の劣化を抑制す
ることができるが、伸長係数αが小さい画像についての画質の劣化を抑制することができ
ない。反対に、第１から第３副画素の出力信号を優先する比較例２に係る伸長処理は、伸
長係数αが小さい画像についての画質の劣化を抑制することができるが、伸長係数αが大
きく、局所的に輝度の高い箇所がある画像について画質の劣化を抑制することができない
。一方、本実施形態に係る伸長処理は、伸長係数αが小さい画像と、伸長係数αが大きく
局所的に輝度の高い箇所がある画像との双方について画質の劣化を抑制することができる
。
【００９０】
　このように、本実施形態に係る表示装置１０は、第１から第３副画素の入力信号と伸長
係数αとにより第４副画素補正値ＷＧを算出する。従って、本実施形態に係る表示装置１
０は、第４副画素４９Ｗと隣接する他の副画素との境界が視認されることを抑制するため
、画質の劣化を抑制することができる。より詳しくは、本実施形態に係る表示装置１０は
、伸長係数αが大きくなるにしたがって、第４副画素補正値ＷＧを大きくする。従って、
本実施形態に係る表示装置１０は、伸長係数αが小さい画像と、伸長係数αが大きく局所
的に輝度の高い箇所がある画像との双方について画質の劣化を抑制することができる。
【００９１】
　第４副画素の出力信号値は、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）（第１から第３副画素の入力信号の最小
値）が小さくなるに従って小さくなる。そのため、一般的に、第４副画素の出力信号値は
、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）（第１から第３副画素の入力信号の最大値）とＭｉｎ（ｐ、ｑ）との
差が大きくなるに従って、すなわち、彩度が大きくなるに従って、小さくなる傾向にある
。しかし、本実施形態に係る表示装置１０は、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉｎ（ｐ、ｑ）との
差が大きくなるに従って、第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、第４副画素補正値
ＷＧを決定する。そのため、本実施形態に係る表示装置１０は、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉ
ｎ（ｐ、ｑ）との差が大きくなるに従って、第４副画素の出力信号値が小さくなりすぎる
ことを抑制し、適切に伸長処理を行うことができる。
【００９２】
　ここで、最適な伸長処理を行う場合は、彩度が大きくなるに従い第４副画素補正値ＷＧ
も大きくなり、第４副画素補正値ＷＧの値が１になるとそれ以上の彩度では第４副画素補
正値ＷＧの値は１という一定の値とされる。尚、画質が許容される場合は、第４副画素補
正値ＷＧの値は１一定でなくても許容範囲の値としてもよい。
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【００９３】
　また、本実施形態に係る表示装置１０は、式（４）及び（５）により、第４副画素補正
値ＷＧを算出する。従って、本実施形態に係る表示装置１０は、画質の劣化を好適に抑制
することができる。ただし、本実施形態に係る表示装置１０は、伸長係数αが大きくなる
に従って第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、また、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）とＭｉｎ（

ｐ、ｑ）との差が大きくなるに従って第４副画素補正値ＷＧが大きくなるように、第４副
画素補正値ＷＧを算出するものであれば、式（４）に限られない。本実施形態に係る表示
装置１０は、第４副画素補正値として、例えば次の式（２０）及び式（２１）により第４
副画素補正値ＷＧ１を算出し、次の式（２２）及び式（２３）により第４副画素補正値Ｗ
Ｇ２を算出し、次の式（２４）及び式（２５）により第４副画素補正値ＷＧ３を算出し、
又は次の式（２６）及び式（２７）により第４副画素補正値ＷＧ４を算出してもよい。
【００９４】
　ＷＧ１＝ａ・（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋（１－１／α）＋ｂ・・・（２０）
　ＷＧ１≦１．０・・・（２１）
　ＷＧ２＝ａ・｛（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋（１－１／α）｝・・・（２２）
　ＷＧ２≦１．０・・・（２３）
　ＷＧ３＝ａ・αＣ・（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）ｄ＋（１－１／α）＋ｂ・・・（２４）
　ＷＧ３≦１．０・・・（２５）
　ＷＧ４＝ｍａｘ（ＷＧ，ＷＧ１，ＷＧ２，ＷＧ３）・・・（２６）
　ＷＧ４≦１．０・・・（２７）
【００９５】
　ここで、ａ，ｂ，ｃ，ｄは係数であり、ａ≧１、０≦ｂ≦１、ｃ≧０、ｄ＞０が望まし
いが、これらに限定されるものではない。
【００９６】
　また、本実施形態に係る表示装置１０は、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第
３副画素４９Ｂを有する画素４８Ａと、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第４副
画素４９Ｗを有する画素４８Ｂとが交互に配列されている。このような配列においては、
輝度が小さい青色である第３副画素４９Ｂと、輝度が大きい第４副画素４９Ｗとが交互に
配列される。従って、このような配列においては、第４副画素４９Ｗと、隣接する第３副
画素４９Ｂとの境界とがより顕著に視認される可能性がある。しかし、本実施形態に係る
表示装置１０は、第１から第３副画素の入力信号と伸長係数αとにより第４副画素補正値
ＷＧを算出するため、このような画素配列においても、第４副画素４９Ｗと隣接する第３
副画素４９Ｂとの境界とが視認されることを好適に抑制することができる。ただし、本実
施形態に係る表示装置１０の画素配列はこれに限られない。本実施形態に係る表示装置１
０は、第４副画素４９Ｗと他の副画素とが交互に配列されるものであれば、第４副画素４
９Ｗと隣接する他の副画素との境界とが視認されることを好適に抑制することができる。
次に、画素配列の他の例を示す。
【００９７】
　（画素配列の例）
　図１０Ａから図１０Ｃは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。図１
０Ａに示す画素配列は、本実施形態に係る画像表示パネル４０に対して、画素４８Ｂの代
わりに画素４８Ｂ２を適用している点が異なる。画素４８Ｂ２は、第１副画素４９Ｒ、第
４副画素４９Ｗ、第３副画素４９Ｂを有する点で、本実施形態に係る画素４８Ｂと異なる
。図１０Ｂに示す画素配列は、本実施形態に係る画像表示パネル４０に対して、画素４８
Ｂの代わりに画素４８Ｂ３を適用している点が異なる。画素４８Ｂ３は、第４副画素４９
Ｗ、第２副画素４９Ｇ、第３副画素４９Ｂを有する点で、本実施形態に係る画素４８Ｂと
異なる。
【００９８】
　また、図１０Ｃに示す画素配列は、次の点で本実施形態に係る画像表示パネル４０の画
素配列と異なる。すなわち、図１０Ｃに示す画素配列は、画素４８Ａと画素４８Ｂとが行
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方向及び列方向にそれぞれ交互に配列されている。また、図１０Ｃに示す画素配列は、第
３行において、第３副画素４９Ｂ及び第４副画素４９Ｗが列方向に交互に並べられており
、かつ第３行の同一行において、第３副画素４９Ｂ及び第４副画素４９Ｗが列方向に交互
に配置されている。
【００９９】
　図１１Ａから図１１Ｄは、画像表示パネルの画素配列の他の一例を示す図である。図１
１Ａから図１１Ｄに示す画素配列は、第１副画素４９Ｒａと第２副画素４９Ｇａと第３副
画素４９Ｂａと第４副画素４９Ｗａとが、Ｙ軸方向の長さがＸ軸方向の長さよりも大きい
矩形となっている点で、本実施形態に係る画像表示パネル４０の画素配列と異なる。
【０１００】
　図１１Ａに示す画素配列は、第１副画素４９Ｒａ、第２副画素４９Ｇａ及び第３副画素
４９Ｂａを有する画素４８Ａａと、第１副画素４９Ｒａ、第２副画素４９Ｇａ及び第４副
画素４９Ｗａを有する画素４８ＢａとがＹ軸方向にそれぞれ交互に配列されている。また
、図１１Ａに示す画素配列は、画素４８ＡａがＸ軸方向に配列され、画素４８ＢａがＸ軸
方向に配列されている。図１１Ａに示す画素配列は、第１副画素４９Ｒａを並べた第１列
と、この第１列の次列に配列する第２副画素４９Ｇａを並べた第２列と、第２列の次列に
配列される第３列と、が繰り返し配列されている。第３列は、第３副画素４９Ｂａ及び第
４副画素４９Ｗａが列方向に交互に並べられている。
【０１０１】
　図１１Ｂに示す画素配列は、図１１Ａの画素配列に対して、画素４８Ｂａの代わりに画
素４８Ｂｂを適用している点が異なる。画素４８Ｂｂは、第１副画素４９Ｒａ、第４副画
素４９Ｗａ、第３副画素４９Ｂａを有する点で、図１１Ａの画素４８Ｂａと異なる。図１
１Ｃに示す画素配列は、図１１Ａの画素配列に対して、画素４８Ｂａの代わりに画素４８
Ｂｃを適用している点が異なる。画素４８Ｂｃは、第４副画素４９Ｗａ、第２副画素４９
Ｇａ、第３副画素４９Ｂａを有する点で、図１１Ａの画素４８Ｂａと異なる。
【０１０２】
　また、図１１Ｄに示す画素配列は、次の点で図１１Ａの画素配列と異なる。すなわち、
図１１Ｄに示す画素配列は、画素４８Ａａと画素４８Ｂａとが行方向及び列方向にそれぞ
れ交互に配列されている。また、図１１Ｄに示す画素配列は、第３列において、第３副画
素４９Ｂａ及び第４副画素４９Ｗａが列方向に交互に並べられており、かつ第３列の同一
列において、第３副画素４９Ｂ及び第４副画素４９Ｗが行方向に交互に配置されている。
ただし、画素配列の他の例は、これらに限られない。
【０１０３】
（適用例）
　次に、図１２～図１８を参照して、上記実施の形態に係る表示装置１０及び当該表示装
置１０を制御する制御装置を備えた電子機器について説明する。図１２～図１８は、本実
施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である。表示装置１０は、テレビ
ジョン装置、ディジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話機等の携帯
端末装置又はビデオカメラなどのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。
言い換えると、表示装置１０は、外部から入力された映像信号又は内部で生成した映像信
号を、画像又は映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である
。これらの電子機器は、表示装置１０に入力信号を供給する制御装置を有している。
【０１０４】
（適用例１）
　図１２に示す電子機器は、表示装置１０が適用されるテレビジョン装置である。このテ
レビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１及びフィルターガラス５１２を含む映
像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０に、表示装置１０が適用さ
れる。このテレビジョン装置の画面は、画像を表示する機能の他に、タッチ動作を検出す
る機能を有してもよい。 
【０１０５】
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（適用例２）
　図１３に示す電子機器は、表示装置１０が適用されるディジタルカメラである。このデ
ィジタルカメラは、例えば、表示部５２２、メニュースイッチ５２３及びシャッターボタ
ン５２４を有しており、その表示部５２２には、表示装置１０が適用されている。このデ
ィジタルカメラの表示部５２２は、画像を表示する機能の他に、タッチ動作を検出する機
能を有してもよい。 
【０１０６】
（適用例３）
　図１４に示す電子機器は、表示装置１０が適用されるビデオカメラの外観を表すもので
ある。このビデオカメラは、例えば、本体部５３１、この本体部５３１の前方側面に設け
られた被写体撮影用のレンズ５３２、撮影時のスタート／ストップスイッチ５３３及び表
示部５３４を有している。そして、表示部５３４には、表示装置１０が適用されている。
このビデオカメラの表示部５３４は、画像を表示する機能の他に、タッチ動作を検出する
機能を有してもよい。 
【０１０７】
（適用例４）
　図１５に示す電子機器は、表示装置１０が適用されるノート型パーソナルコンピュータ
である。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５４１、文字等の入力操
作のためのキーボード５４２及び画像を表示する表示部５４３を有している。表示部５４
３は、表示装置１０が適用されている。このノート型パーソナルコンピュータの表示部５
４３は、画像を表示する機能の他に、タッチ動作を検出する機能を有してもよい。 
【０１０８】
（適用例５）
　図１６に示す電子機器は、表示装置１０が適用される携帯電話機である。この携帯電話
機は、例えば、上側筐体５５１と下側筐体５５２とを連結部（ヒンジ部）で連結したもの
であり、ディスプレイ５５４を有している。そのディスプレイ５５４は、表示装置１０が
取り付けられている。この携帯電話機のディスプレイ５５４は、画像を表示する機能の他
に、タッチ動作を検出する機能を有してもよい。 
【０１０９】
（適用例６）
　図１７に示す電子機器は、表示装置１０等が適用される、いわゆるスマートフォンと呼
ばれる携帯電話機である。この携帯電話機は、例えば略長方形の薄板状の筐体５６１の表
面部にタッチパネル５６２を有している。このタッチパネル５６２は、表示装置１０等を
備えている。 
【０１１０】
（適用例７）
　図１８に示す電子機器は、車両に搭載されるメータユニットである。図１８に示すメー
タユニット（電子機器）５７０は、燃料計、水温計、スピードメータ、タコメータ等、複
数の液晶表示装置５７１を備えている。そして、複数の液晶表示装置５７１は、ともに、
一枚の外装パネル５７２に覆われている。 
【０１１１】
　図１８に示す液晶表示装置５７１それぞれは、液晶表示手段としての液晶パネル５７３
及びアナログ表示手段としてのムーブメント機構を互いに組み合わせた構成となっている
。当該ムーブメント機構は、駆動手段としてのモータと、モータにより回転される指針５
７４とを有している。そして、図１８に示すように、液晶表示装置５７１では、液晶パネ
ル５７３の表示面に目盛表示、警告表示等を表示することができるとともに、ムーブメン
ト機構の指針５７４が液晶パネル５７３の表示面側において回転することが可能となって
いる。本実施の形態に係る表示装置１０は液晶表示装置５７１に適用される。 
【０１１２】
　なお、図１８では、一枚の外装パネル５７２に複数の液晶表示装置５７１を設けた構成
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を設け、当該液晶表示装置に燃料計、水温計、スピードメータ、タコメータ等を表示させ
てもよい。
【０１１３】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これらの実施形態の内容によりこれらの実施形
態が限定されるものではない。また、前述した構成要素には、当業者が容易に想定できる
もの、実質的に同一のもの、いわゆる均等の範囲のものが含まれる。さらに、前述した構
成要素は適宜組み合わせることが可能である。さらに、前述した実施形態等の要旨を逸脱
しない範囲で構成要素の種々の省略、置換又は変更を行うことができる。例えば、表示装
置１０は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のような自発光体を点灯する自発光型の画像
表示パネルを有していてもよい。
【符号の説明】
【０１１４】
１０　表示装置
２０　信号処理部
２１　入力部
２３　信号生成部
２３ａ　α算出部
２３ｂ　ＷＧ算出部
２３ｃ　伸長処理部
２５　出力部
３０　画像表示パネル駆動部
３１　信号出力回路
３２　走査回路
４０　画像表示パネル
４８　画素
４９　副画素
４９Ｒ　第１副画素
４９Ｇ　第２副画素
４９Ｂ　第３副画素
４９Ｗ　第４副画素
５０　面状光源装置制御部
６０　面状光源装置
ＷＧ　第４副画素補正値



(22) JP 6480669 B2 2019.3.13

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(23) JP 6480669 B2 2019.3.13

【図５】

【図６】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】



(24) JP 6480669 B2 2019.3.13

【図９Ｃ】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】

【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】

【図１１Ｃ】

【図１１Ｄ】

【図１２】



(25) JP 6480669 B2 2019.3.13

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】 【図１８】



(26) JP 6480669 B2 2019.3.13

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/133    ５１０　        　　　　　

(72)発明者  加邉　正章
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  池田　幸次朗
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  後藤　詞貴
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  東　周
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  長妻　敏之
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内

    審査官  橋本　直明

(56)参考文献  特開２００６－３１７８９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１５４３２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００９－５００６５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１０３９２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２８６８１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１９２８８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０３３００９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１８６２９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００６／０２５６０５３（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００５／０２７０４４４（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３６　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

